
　子どもからお年寄りまで、誰もが気軽に参加できる地域活動です。手話を学ぶだけでなく、耳
が聞こえない・聞こえにくい人たちといっしょにイベントなどを楽しむこともできます。聞こえる
人と聞こえない人の垣根を取り除く活動を通じて、お互いの理解と交流を深めていきます。

手話サークル

　手話をはじめて学ぶ人が、日常生活
に必要な基本的な手話を習得すること
を目指す講座です。入門課程と基礎課
程があり、講座を修了すると「手話奉仕
員」として地域のボランティア活動に参
加することができます。

手話奉仕員養成講座

ユニバーサルデザイン（UD）の考え方に基づき、より多くの人へ適切に情報を伝えられるよう配慮した
見やすいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

神栖市には2つの手話サークルがあります
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　手話奉仕員養成講座を修了した人が対象となる講
座です。手話通訳者とは、専門的な知識や技術を習得
し、耳が聞こえない・聞こえにくい人の社会参加をあ
らゆる面でサポートする役割や責務を担う専門職で
す。多くの研修を受け、試験にも合格する必要があり
ますが、大きな意義とやりがいのある仕事です。
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手話を学んでみませんか？手話を学んでみませんか？
　神栖市では「手話を学びたい」という人のために、目的に応じたサークルや講座を
開設しています。多くの人と交流を深めるために、またボランティアや仕事として活
用するために、積極的にご参加ください。 手話でつながる手話でつながる手話でつながる
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　手話言語の普及に関する条例は、「手話は言語」であることをみんなが理解
した上で、地域が一体となって手話を使いやすい環境をつくり、耳が聞こえな
い・聞こえにくい人も、そうでない人も、お互いの人格と個性を尊重し合える
社会の実現をめざす条例です。

行政は何をするのか
　都道府県や市区町村では、手話への理解を促進し、
手話の普及と、誰もが手話を使いやすい環境を整えるた
めに、さまざまな施策を推進します。

たとえば…

　地域住民や行政機関の職員などが気軽
に、また個々の目的に応じて手話を学習で
きるサークルや講座などを開設します（裏
表紙参照）。

　医療機関の受診、就職面接、冠婚葬祭
など社会生活上必要と認められる場合、手
話通訳者や要約筆記者を派遣します。

　情報通信技術の活用として、障がい福祉
課の窓口に「みえる通訳」というアプリが
入ったタブレットを配置しています。手話と
外国語13言語に対応し同時通訳できます。

　教育現場において、未来の担い手である
児童及び生徒が手話に接する機会を提供す
るなど、手話に親しむための取組を通じて、
手話に対する理解の促進に努めていきま
す。

手話通訳者・要約筆記者の派遣

情報通信技術の活用

学校教育での手話の普及

手話を学ぶ機会の確保

地域住民は何をするのか
　わたしたち住民は、手話への理解とともに、耳が聞こ
えない・聞こえにくい人に対して行われる行政のさまざ
まな施策や、事業者の配慮に積極的に協力します。

　会社やお店などの事業者は、手話への理解とともに、
耳が聞こえない・聞こえにくい人へのサービスや、耳が
聞こえない・聞こえにくい従業員への配慮などを推進し
ます。

事業者は何をするのか

ろう者

中途失聴者

難聴者

　音声言語の獲得以前から重度の聴覚障がいのある人
で、主に手話でコミュニケーションをする人のことです。

　音声言語の獲得後に、病気などによって人生の途中
で耳が聞こえなくなった人のことです。

　生まれつきか中途からかに関わらず、耳が聞こえに
くいものの、聴力は残っている人のことです。

　まずは、手話に興味をもちましょう。地域の手
話講座に参加したり、耳が聞こえない・聞こえに
くい人への対応や支援の仕方について、私たちに
できることは何かを考えましょう。豊かな共生社会
は合理的な配慮による助け合いのなかから生まれ
ます。

　施設や店舗の受付などで、耳が聞こえな
い・聞こえにくい顧客に対して、手話をはじ
めとして、筆談など音声とは違う方法で会話
ができるような準備や工夫をしましょう。

　耳が聞こえない・聞こえにくい従業員が職
場に適応できるよう、ほかの従業員が簡単な
手話を覚えたり、筆談や絵・図などを利用し
たりして円滑な意思疎通をはかりましょう。

たとえば…

たとえば…

共に支え合う共生社会

音声以外による顧客対応 働きやすい環境づくり
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このマークをご存じですかこのマークをご存じですか

　聴覚障がいがあることを示
すマークです。このマークを
提示されたら、必要とされる
サポートをしましょう。

耳マーク
　聴覚障がいがあることから
運転免許に条件がある人の車
に表示するマークです。周囲
の運転者は配慮しましょう。

聴覚障がい者標識

会話の
ポイント

　耳が聞こえない・聞こえにくい人と会話をするときは、話の内容をこまめ
に確認しながら進めましょう。手話などコミュニケーション方法の技術もさ
ることながら、いちばん大切なのは、「相手に伝えようとする気持ち」と「相
手が伝えたいことをわかろうとする気持ち」です。

　補聴器などを使えば少しは聞こえる人とは
音声による会話もできますが、大声を出す
と逆に聞きづらくなることがあります。はっ
きり口を動かしながら、ゆっくりと話すよう
にしましょう。

口話

筆談 空書

　たとえば、図やイラストを描いたり、ジェ
スチャー（身振り）をしたりして、こちらが伝
えたいことを表現するのも有効な方法です。
必要に応じてさまざまな方法を組み合わせ
てみましょう。UDトークなどの音声変換ア
プリもあります。

その他

手話以外のコミュニケーション

　ノートやメモ帳などに文章を書きながら会
話をしましょう。読み書きが苦手な人もいる
ので、あいまいな表現や、まわりくどい表現
はさけて、短くわかりやすい文章を書くよう
にしましょう。

　空間に指で大きくゆっくりと、なるべく画数
が少なく、わかりやすい文字を書くように心
がけてコミュニケーションをとりましょう。同じ
ように、テーブルの上や手のひらなどに書く
方法もあります。

よく理解して正しいサポートをよく理解して正しいサポートを
　耳が聞こえない・聞こえにくい人は、普段どんなことに困っているのでしょ
うか。何に困っているのかを知って、正しいサポートにつなげましょう。ちょっ
とした「気づき」や「心配り」がコミュニケーションを円滑にします。

接し方の
ポイント

　病院や銀行などでの呼び出しや、駅や商
業施設などでの放送による案内が聞こえな
いので、いないと思われたり、必要な情報
が得られなかったりします。

音による情報に気がつかない

　自転車のベルや自動車のクラクションな
どが聞こえず、路上で危険な目にあうこと
があります。また、災害時などの状況判断
が遅れることがあります。

周囲の状況がわからない

　外見からはわかりにくいので、視線の合
わない場所から声をかけられて気づかな
かったとき、「無視された」と誤解されるこ
となどがあります。

外見では気づいてもらえない

　複数の人が同時に話すと、相手の口の動
きや表情が見えず、話の内容が理解できな
くなることがあります。また、自分の思い
も伝えられないことがあります。

複数での会話が難しい

　耳が聞こえない・聞こえにくい人すべてが手話を使えるとは限りません。どの
くらい聞こえるかも人によってさまざまです。「聞こえない？」と思ったら、その人
の状態にあわせ、手話だけでなく、残っている聴力、口の動きや表情などスムー
ズなコミュニケーションに役立つ手がかりを見つけることが大切です。

こんなことで困っています

返事ができずに後回しに
されてしまうこともある
よ。分かるように教えて
ほしいな。

●まず視界に入って手
を振るなど気づいて
もらいましょう。
●やさしくそっと肩を
たたくなどで教えて
ください。
●急に後ろから強くた
たかれるとびっくり
してこわいよ！

みみ き き ひと ふ だん こま

なに こま し ただ

き

がい

ば しょ こえ き

む し かいご

はい てし

ふ き

かた

おし

つようしきゅう

かい

けん し せん あ

がいがい けんけん きき

ふく

みじょうひょう はなし ない よう り かい

ぶんじ おも

つた

すう ひと どう じ はな くちあい て うご

ふくふく すうすう かいかい わわ むずかむずか

びょう

ちょう ぶん しょう か かい

わ よ か にが て ひと

ひょう げん ひょう げん

みじか ぶん しょう か

ぎょう し せつ ほう そう あん ない き

おも ようひつ じょう ほう

え

へん

わ おし

じ あと まわ

いん ぎん こう よ だ えき しょう

おとおと

ひつひつ だんだん

くう かん ゆび おお すうかく

すく も じ か こころ

おな

うえ

ほう

て

ほう

か

くうくう しょしょ

つか すこきちょうほ き ひと

おん せい かい わ おお ごえ だ

ぎゃく き

くち うご はな

こうこう わわ

ず か

み ぶ つた

ひょう げん ゆう こう ほう ほう

ひつ よう おう ほう ほう く あ

へんせいおん かん

たた

じょうじょう ほうほう きき

じ

き ろ き けん めじょう

さい じがい はんじょうきょう だん

おく

てん しゃ じ どう しゃ

しゅうしゅう じょうじょう きょうきょういい

こまこま

しゅしゅ わわ いい がいがい

こころ くば えん かつ

りり かいかい ただただ

せっ かた

みみ

かい わ

みみ

かく にん すす しゅ わ ほう ほう ぎ じゅつ

たい せつ あい て つた き も あい

て つた き も

き き ひと かい わ はなし ない よう

みみ

ちょう

てい じ ひつ よう

かく しょう ちょう

うん てん めん きょ じょうけん ひと くるま

ひょう じ しゅう い

うん てん しゃ はい りょ

かく しょうしめ

ちょう かく しょう しゃ ひょう しき

き き ひと しゅ わ つか かぎ

き おも ひとき ひと

じょう たい わ のこ ちょうりょく くち うご ひょうじょうしゅ

やく だ て み たい せつ

ぞん



4 5

このマークをご存じですかこのマークをご存じですか

　聴覚障がいがあることを示
すマークです。このマークを
提示されたら、必要とされる
サポートをしましょう。

耳マーク
　聴覚障がいがあることから
運転免許に条件がある人の車
に表示するマークです。周囲
の運転者は配慮しましょう。

聴覚障がい者標識

会話の
ポイント

　耳が聞こえない・聞こえにくい人と会話をするときは、話の内容をこまめ
に確認しながら進めましょう。手話などコミュニケーション方法の技術もさ
ることながら、いちばん大切なのは、「相手に伝えようとする気持ち」と「相
手が伝えたいことをわかろうとする気持ち」です。

　補聴器などを使えば少しは聞こえる人とは
音声による会話もできますが、大声を出す
と逆に聞きづらくなることがあります。はっ
きり口を動かしながら、ゆっくりと話すよう
にしましょう。

口話

筆談 空書

　たとえば、図やイラストを描いたり、ジェ
スチャー（身振り）をしたりして、こちらが伝
えたいことを表現するのも有効な方法です。
必要に応じてさまざまな方法を組み合わせ
てみましょう。UDトークなどの音声変換ア
プリもあります。

その他

手話以外のコミュニケーション

　ノートやメモ帳などに文章を書きながら会
話をしましょう。読み書きが苦手な人もいる
ので、あいまいな表現や、まわりくどい表現
はさけて、短くわかりやすい文章を書くよう
にしましょう。

　空間に指で大きくゆっくりと、なるべく画数
が少なく、わかりやすい文字を書くように心
がけてコミュニケーションをとりましょう。同じ
ように、テーブルの上や手のひらなどに書く
方法もあります。

よく理解して正しいサポートをよく理解して正しいサポートを
　耳が聞こえない・聞こえにくい人は、普段どんなことに困っているのでしょ
うか。何に困っているのかを知って、正しいサポートにつなげましょう。ちょっ
とした「気づき」や「心配り」がコミュニケーションを円滑にします。

接し方の
ポイント

　病院や銀行などでの呼び出しや、駅や商
業施設などでの放送による案内が聞こえな
いので、いないと思われたり、必要な情報
が得られなかったりします。

音による情報に気がつかない

　自転車のベルや自動車のクラクションな
どが聞こえず、路上で危険な目にあうこと
があります。また、災害時などの状況判断
が遅れることがあります。

周囲の状況がわからない

　外見からはわかりにくいので、視線の合
わない場所から声をかけられて気づかな
かったとき、「無視された」と誤解されるこ
となどがあります。

外見では気づいてもらえない

　複数の人が同時に話すと、相手の口の動
きや表情が見えず、話の内容が理解できな
くなることがあります。また、自分の思い
も伝えられないことがあります。

複数での会話が難しい

　耳が聞こえない・聞こえにくい人すべてが手話を使えるとは限りません。どの
くらい聞こえるかも人によってさまざまです。「聞こえない？」と思ったら、その人
の状態にあわせ、手話だけでなく、残っている聴力、口の動きや表情などスムー
ズなコミュニケーションに役立つ手がかりを見つけることが大切です。

こんなことで困っています

返事ができずに後回しに
されてしまうこともある
よ。分かるように教えて
ほしいな。

●まず視界に入って手
を振るなど気づいて
もらいましょう。
●やさしくそっと肩を
たたくなどで教えて
ください。
●急に後ろから強くた
たかれるとびっくり
してこわいよ！

みみ き き ひと ふ だん こま

なに こま し ただ

き

がい

ば しょ こえ き

む し かいご

はい てし

ふ き

かた

おし

つようしきゅう

かい

けん し せん あ

がいがい けんけん きき

ふく

みじょうひょう はなし ない よう り かい

ぶんじ おも

つた

すう ひと どう じ はな くちあい て うご

ふくふく すうすう かいかい わわ むずかむずか

びょう

ちょう ぶん しょう か かい

わ よ か にが て ひと

ひょう げん ひょう げん

みじか ぶん しょう か

ぎょう し せつ ほう そう あん ない き

おも ようひつ じょう ほう

え

へん

わ おし

じ あと まわ

いん ぎん こう よ だ えき しょう

おとおと

ひつひつ だんだん

くう かん ゆび おお すうかく

すく も じ か こころ

おな

うえ

ほう

て

ほう

か

くうくう しょしょ

つか すこきちょうほ き ひと

おん せい かい わ おお ごえ だ

ぎゃく き

くち うご はな

こうこう わわ

ず か

み ぶ つた

ひょう げん ゆう こう ほう ほう

ひつ よう おう ほう ほう く あ

へんせいおん かん

たた

じょうじょう ほうほう きき

じ

き ろ き けん めじょう

さい じがい はんじょうきょう だん

おく

てん しゃ じ どう しゃ

しゅうしゅう じょうじょう きょうきょういい

こまこま

しゅしゅ わわ いい がいがい

こころ くば えん かつ

りり かいかい ただただ

せっ かた

みみ

かい わ

みみ

かく にん すす しゅ わ ほう ほう ぎ じゅつ

たい せつ あい て つた き も あい

て つた き も

き き ひと かい わ はなし ない よう

みみ

ちょう

てい じ ひつ よう

かく しょう ちょう

うん てん めん きょ じょうけん ひと くるま

ひょう じ しゅう い

うん てん しゃ はい りょ

かく しょうしめ

ちょう かく しょう しゃ ひょう しき

き き ひと しゅ わ つか かぎ

き おも ひとき ひと

じょう たい わ のこ ちょうりょく くち うご ひょうじょうしゅ

やく だ て み たい せつ

ぞん

雨
あめ

が
降
ふ

っています



6 7

手話を覚えよう手話を覚えよう
　手話と親しむために身近なものから覚えて積極的に使ってみましょう。日常
生活で何気なくしている自然な動作が、手話に似ている場合もあります。ま
た、手話以外に役立つコミュニケーション方法も知っておきましょう。
　指の動きだけでなく、表情も大切です。

人差し指と中指を立
て、額にあてる。
（「昼」を表現）

両手の人差し指を向
かい合わせて曲げる。
（「あいさつ」を表現）

1 2

こんにちはこんにちは

左手の甲に右手を乗
せて上に上げる。
（力士の手刀と同様）

頭はおじぎをするよう
に軽く下げる。

1 2

ごめんなさいごめんなさい

ありがとうありがとう

手を開き、頭を
下げながら手を
前に出す。（「お
願い」を表現）

右手のこぶし
を鼻にあてる。
（「よい」を表現）

右手の人さし
指を立てて、
口もとから前
に出す。

口の形（大きく
口を開けてゆっ
くりと発声する）
などで示す。

前に向けた左
手の手のひら
に、右手の親
指をあてる。

65

人 さし指 で、
自分の胸をさ
す。

1 2 3 4

親指と人差し指で眉間
をつまむ。

手を開き、指をそろえ
て下へおろしながら頭
を下げる。

1 2

よろしくお願いします私の名前は○○といいます。よろしくお願いします

わん曲させた両手を折
り曲げて、親指以外の4
本の指の先を胸に向け、
交互に上下に動かす。

自分の
姓や名

ごめんなさいうれしい・楽しい

左手の手のひらを胸
のあたりで下に向け、
それを乗り越えるよ
うに指を開いた右手
を前に出す。

さい

右手の手のひらで、
胸のあたりをトントン
と軽くたたく。

右手の指先で、胸の
下から肩のあたりを2
回パッパと払う。

右手の親指と人差し
指で、右頬を軽くつ
ねるようにする。

できない
・難しい

人さし指を立て左右
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どうし
ましたか？
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しくは両手）の指先
で、胸を2回くらい
たたく。

両手を握り、走って
逃げるように交互に
すばやく腕を振る。
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　子どもからお年寄りまで、誰もが気軽に参加できる地域活動です。手話を学ぶだけでなく、耳
が聞こえない・聞こえにくい人たちといっしょにイベントなどを楽しむこともできます。聞こえる
人と聞こえない人の垣根を取り除く活動を通じて、お互いの理解と交流を深めていきます。

手話サークル

　手話をはじめて学ぶ人が、日常生活
に必要な基本的な手話を習得すること
を目指す講座です。入門課程と基礎課
程があり、講座を修了すると「手話奉仕
員」として地域のボランティア活動に参
加することができます。

手話奉仕員養成講座

ユニバーサルデザイン（UD）の考え方に基づき、より多くの人へ適切に情報を伝えられるよう配慮した
見やすいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

神栖市には2つの手話サークルがあります

団体名

手話シュワ

神栖市
手話サークル
虹の会

会　場 開　催

　手話奉仕員養成講座を修了した人が対象となる講
座です。手話通訳者とは、専門的な知識や技術を習得
し、耳が聞こえない・聞こえにくい人の社会参加をあ
らゆる面でサポートする役割や責務を担う専門職で
す。多くの研修を受け、試験にも合格する必要があり
ますが、大きな意義とやりがいのある仕事です。

手話通訳者養成講座

神栖市
保健・福祉会館

月2回
第1・3土曜日
14:00～16:00

神栖市
保健・福祉会館

月2回
第2水曜日　13:00～15:00
第4水曜日　19:00～21:00

禁無断転載ⓒ東京法規出版
SG030200ー1777836ーZ14

手話を学んでみませんか？手話を学んでみませんか？
　神栖市では「手話を学びたい」という人のために、目的に応じたサークルや講座を
開設しています。多くの人と交流を深めるために、またボランティアや仕事として活
用するために、積極的にご参加ください。 手話でつながる手話でつながる手話でつながる

手話で手話で手話で手話で 伝える、伝える、伝える、伝える、

手話手話 分かる分かる
こんにちはこんにちは ありがとうありがとう うれしいうれしい

神　栖　市

神栖市　福祉部　福祉事務所　障がい福祉課
〒314-0121　茨城県神栖市溝口1746-1

TEL：0299-90-1137　FAX：0299-77-5844
E-mail：sh-fukushi@city.kamisu.ibaraki.jp

問い合わせ先
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